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（敬称略）

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

～夏休み中の子どもたちの活躍～
　猛暑、酷暑、熱帯夜など、これまであまりなじみの無か
った言葉を、身にしみて感じる厳しい夏でした。まだまだ
残暑は続いていますが、小・中学校では、校内に元気な声
が戻ってきました。
　今年の夏休みは、地域の行事も平常通りに、盛大に開催
されました。町内の小・中学生が参加して、地域の方々と
一緒に活躍する姿を見ることができました。
　８月１日(火)の白瀑神社の例大祭では、八森の各地区を
巡る御神輿渡御に、八森小と八峰中の児童・生徒有志が参
加し、旗持ちなどの役割を担いました。気温が上がり、日
差しも強い日でしたが、暑さに負けずに、長い行程を御神
輿と一緒に歩き、例大祭を盛り上げました。
　８月13日（日）には、石川地区の伝統芸能の駒踊りと

奴踊りが曽布沢神社や正伝寺の境内などで開催されました。
地域の小・中学生が、大人と一緒に踊り手として参加し、
伝統芸能の担い手として立派に役割を果たしていました。
一生懸命に踊る子どもたちに、地域の方や、観客の皆さん
から、大きな拍手が送られていました。
　８月14日（月）に行われた、町の「二十歳を祝う会」
では、４年ぶりに復活した、「八峰中連」の太鼓の演奏が
披露されました。迫力ある演奏で、新成人の皆さんをお祝
いしました。「八峰中連」は、「祭鼓連」の指導で、雄島
花火大会での発表を目指して、練習を重ねてきましたが、
花火大会の延期で演奏発表が中止になり、本当に残念です。
関係者や保護者の皆さんの前で発表会を行ったときには、
大勢の人が集まり、大盛況だったそうです。機会があった
ら、迫力の演奏を是非聴きたいなあ、と願っています。
　２学期が始まり、２週間が過ぎました｡町内の小・中学
校では、９月、10月も大きな行事が目白押しです。今学
期も、子どもたちの活動の様子や地域の皆さんとのつなが
りを、たくさんお伝えしていきます。
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↓移住相談会
はっぴを着てやる気満々ノリノリ
の吉田（右）と職員さん（左）

八峰町職員採用試験結果のお知らせ

　令和５年度八峰町職員採用試験において、第
２次試験合格者の受験番号をお知らせします。

受験番号
A１００１
A１００３

試験区分
一般行政（大学卒業程度）

白瀑神社例大祭 石川駒踊り 「二十歳を祝う会」
八峰中連太鼓演奏 八峰中連太鼓発表会
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